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担
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解
栂
　
不
要
物
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処
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び
保
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で
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09年度上半期

県
内
倒
産

３
件
増

の
９４
件

鶴
機

６
月
以
降
は

一
段
落

基
昼
間
エ
リ
サ
ー
チ
前
情

支
店
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

０９
年
度
上
　
　
の
県
内
企
業

倒
産

（負
債
額
■
０
０
０
万

円
以
上
）
の
件
数
は
シ
件
で

“
年
度
上
　
　
に
比
べ
て
３

件
増
加
し
た
も
の
の
、
“
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倒
産
件
数
は
過
去
１０
年
の

同
期
比
で
５
番
日
に
多
い
水

準
。
負
債
総
額
は
ゴ
ル
フ
場

経
営
の
白
沢
高
原
開
発
が
約

２
３
４
億
円
だ
っ
た
た
め
、

総
響
て
　

上
げ
た
。

業
種
別
で
は
、
建
設
業

が
あ
件
で
最
多
。
次
い
で
製

造
業
２５
件
、
サ
ー
ビ
ス
業
１３

件
、
小
売
業
１３
件
が
続
い
て

い
る
。
一剪
年
同
期
比
で
伸
び

が
目
立
っ
た
の
は
卸
　
小
売

業
。原
因
別
で
は
Ｐ
堅
π
不
き

の
“
件
が
最
も
多
く
、
「既

唯
之
籠
淀
亀

「し
上
到
首
つ
ヽ
〓

一
，
１

今
年
６
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
し

た
。
現
在
は
２
人
が
作
業
に

参
加
し
て
お
り
、
「自
然
に

囲
ま
れ
た
畑
で
土
に
触
れ
、

気
持
ち
が
良
い
と
言
っ
て
い

る
」
（北
條
事
務
局
長
）
と

い
う
。
将
来
的
に
は
、
リ
ハ

ビ
リ
の
場
と
し
て
も
提
供
し

た
い
考
え
で
、
医
療

福
祉

機
関
と
の
連
携
や
、
送
迎
サ

ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

農
業
体
験
で
社
会
貢
献
も

取
引
先
拡
大
し
雇
用
促
進
へ

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
今
年
６
月
に

設
立
。
ス
タ
ッ
フ
は
北
條
理

喜
長
の
ほ
か
、
弟
で
事
務
局

長
を
務
め
る
北
條
琢
磨
氏
ら

３
人
。
北
條
理
喜
長
は
家
庭

一‐
一‐田引「期枷「「「馴「‐‐『‐「‐「‐‐‐コ　　輌　”い蜘稀け̈
準｝
諄淀「ドとぃぅのが信
語辞蒙聾なは強浸“』
めき轍接」０お“嚢薫
帥

菜
国
の
一
伝
い
を
通
し
て
農

業
に
興
味
を
持
ち
、
７
年
は

ど
前
か
ら
作
物
の
栽
培
方
法

や
土
作
り
な
ど
に
つ
い
て
、

実
験
や
分
析
、
情
報
収
集
を

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

智
日
の
秘
導
■
を
構
築
し

た
。最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
土
作

り
。
土
壌
分
析
を
行
い
、
成

分
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
土

に
作
付
け
す
る
。
「
健
全
な

土
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

白
戻
求
来
の
パ
ラ
ン
ス
を
取

り
戻
さ
せ
る
こ
と
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
、
空
気
を

含
ん
で
や
わ
ら
か
く
な
っ
た

土
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
や
ミ
ミ

ズ
の
活
動
を
促
す
」
（北
條

抑
事

こ

と
薫

ソ。
作
霧

後
、
雑
草
は
あ
え
て
抜
か
な

NPO法 人元気
のでるファーム

い
。
野
菜
に
元
気
が
あ
れ
ば
、

虫
も
雑
草
の
方
を
食
べ
て
く

れ
、
作
物
へ
の
被
害
を
抑
え

ら
れ
る
か
ら
だ
。

こ
つ
し
て
育
て
た
征
農
薬

有
機
野
菜
は
当
初
、
知
人
ら

に
配
つ
て
い
た
が
、
北
條
事

務
局
長
は

「市
場
に
流
通
し

て
い
る
も
の
と
比
べ
、
見
た

日
も
そ
れ
は
ど
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
手
間
は
掛
か
る
が
、

安
心
、
安
全
で
お
い
し
い
も

の
を
み
な
さ
ん
に
お
届
け
で

き
る
」
と
考
え
、
谷
年
４
月

か
ら
畢
あ
巫
晋
開
始
し

た
。手
掛
け
て
い
る
の
は
、
サ

ラ
ダ
な
ど
生
で
食
べ
ら
れ
る

の
を
出
荷
で
き
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
ん
で
あ
る
。
中
で

も
売
，
出
し
中
な
の
は
、
新

品
種
の

「
〓
方
菜

（キ
ン
コ

ウ
サ
イ
ご
。
チ
ン
グ
ン
サ
イ

や
ハ
ク
サ
イ
に
近
い
が
、
柔

ら
か
く
、く
せ
も
な
い
の
で
、

生
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
特

徴
。
そ
の
ほ
か
、
「
サ
ラ
ダ

あ
か
り
」
「
ス
テ
ム
レ
タ
ス
」

な
ど
も
食
べ
や
す
く
人
気
が

あ
る
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
９
月
４
日
付

で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取

得
。
コ
ス
ト
が
掛
か
る
分
、

価
格
は
２
～
３
割
ほ
ど
割
高

に
な
る
も
の
が
多
い
と
い
う

が
、
「付
加
価
値
を
理
解
し

て
く
れ
る
所
に
売
り
た
い
」

（北
條
理
事
長
）
と
し
て
、

現
在
は
桐
生
市
内
や
東
京
の

レ
ス
上
フ
ン
ー０
件
笙
島
籍
¨

入
し
て
い
る
。
今
後
も
取
引

先
の
開
拓
を
進
め
、
初
年
度

の
日
標
は
∞
ｔ

そ
の
は
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
通

信
販
売
‘
計
画
し
て
い
る
。

作
付
面
積
は
借
り
受
け
て

い
る
耕
作
放
棄
地
を
含
め
４

カ
所
で
約
１
診
。
取
引
先
の

開
拓
と
併
せ
て
耕
作
地
の
拡

大
も
進
め
る
　
　
で
、
協
力

者
を
募
り
、
２
診
程
度
ま
で

増
や
す
考
え
。

農
業
体
験
の
一
け^
入
れ
も

行
っ
て
い
る
。
精
神
疾
患

障
害
の
あ
る
人
や
、
引
き
こ

も
り
の
若
者
な
ど
に
対
し

「社
会
復
帰
の
た
め
に
、
外

に
出
て
　
　
　
る
き
っ
か
け

に
し
て
は
し
い
」
と
し
て
、

年
度
下
半
期
に
比
べ
３６
件
の

減
少
で
一
段
落
し
た
形
。　
一

方
、
負
債
総
額
は
前
年
同
期

比
３
４
４
億
８
２
０
０
万
円

増
の
６
２
８
億
１
８
０
０
万

円
で
、
過
去
Ю
年
で
２
番
印

の
高
水
準
だ

っ
た
。

満
が
２６
件
、
５
０
０
万
円
以

上
１
０
０
０
万
円
未
満
が
９

件
、
個
人
企
業
が
５
件
と
な

っ
た
。
地
域
別
で
は
高
崎
市

が
２８
件
で
ト
ッ
プ
。
次
い
で

前
橋
市

（
２。
件
）
、
伊
勢
崎

市

（８
件
）
大
田
市

⌒前
同
）

の
順
。

▽
　
　
　
　
▽

一塁
界
商
エ
リ
サ
ー
チ
前
橋

支
店
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

９
月
の
県
内
企
業
倒
産
の
件

数
は
前
月
よ
り
７
　
　
加
し

・７
件
だ
っ
た
。
負
債
総
額
も

ゴ
ル
フ
場
の
大
型
倒
産
発
生

に
よ
り
前
月
よ
り
２
４
０
億

６
３
０
０
万
円
多
い
、
２
６

薪轟幌燃躍ぽ罹覧 獅

初のショートステイ11月に プランドゥ
「バイオマネタウン構想」にビジネスチャンス
セイノーオートサービス関東設立

関東西濃運輸
レーザー プラズマの一体切断機
群馬大学工学部生産システムエ学科
新感覚クリップを開発 アパートメント
洋服リフォームとの複合店 ・

体
験
を
き
っ
か
け
に
、
農

業
を
や
つ
て
い
き
た
い
と
の

声
も
挙
が
る
と
い
う
。
そ
う

し
た
人
を
雇
用
で
き
る
体

制
を
整
え
る
た
め
に
も
、
事

業
拡
大
は
必
要
だ
。
北
條
事

務
局
長
は

コ
自
分
た
ち
の
農

業
が
認
知
さ
れ
始
め
た
と
こ

ろ
。
付
加
価
値
を
評
価
し
て

倒
産
件
数
は
前
年
同
月
比

で
３
件
減
。
４
カ
月
連
続

で
　
　
同
月
を
下
回
っ
て
い

る
。
負
債
総
額
は
同
１
７
４

億
３
４
０
０
万
円
の
増
加
。

業
種
別
に
み
る
と
建
設
業
が

７
件
、製
造
業
が
５
件
の
順
。

同
支
店
で
は
今
後

の
見
通

上
野
三
碑
テ
ー
マ
に

群
馬
学
連
続
シ
ン
ポ

ζ
十
夫
学
ダ
ど
は
ｌｏ

月
３．
日
、
「第
・７
回
群
馬
学

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
同

大
　
　
　
で
開
く
。
テ
ー
マ

は

「上
野
三
碑
―
輝
け
る
古

も
ち
ろ
ん
、　
一
般
人
の
農

業
体
験
も
受
け
入
れ
て
い

る
。
わ
ヽ
３。
代
の
若
者
が
は

と
ん
ど
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
い
。

(SL蹄:誌:」く
も
ら
え
れ
ば
、

雇
用
に
も
つ
な

待
を
込
め
る
。

北
條
太
郎
理
『

安
全
、
健
康
に

向
け
て
も
ら
い
、

い
も
の
を
食
ベ
フ

っ
て
も
ら
い
た
い

ち
の
農
業
が
征
笙

法
の
ビ
ツ
ネ
ス
エ

れ
ば
。

し
に
つ
い
て
「製

産
が
一
段
落
し
、

警

菅

煮

せ

個
人
消
費
の
停
絆

れ
な
い
中
で
、
住

甲

ヽ

埜

，

ど

苦
戦
す
る
こ
と
が

る
」
と
分
析
し
て

ン
タ
ー
の
熊
倉
浩

タ
ー
長
が

コ
日を

の
古
碑
―
日
本
一

始
め
た
人
々
」
と

し
た
後
、
シ
ン
ポ

開
く
。
熊
倉
氏
が

め
、
パ
ネ
リ
ス
ト

陣
記
念
鎗
初
代
菖


